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Vol.1 1994 

●獣医神経病研究会の発足にあたって：徳力幹彦 

【原著】 

●末梢性前庭疾患に痴呆様症状を伴った老齢犬の1 例：諸角元ニ，内田和幸，大山洋子，高橋

秀児， 

佐々木伸雄 

●犬の脊髄への動脈分布について：森山保也，遠藤薫，浅利昌男 

【症例】 

●神経症状を伴った犬のライム病4 例：東勇三 

【解説】 

●てんかんの分類：井上真紀 

 

 

Vol.2 1995 

【短報】 

●細菌性髄膜脳炎脊髄炎と考えられた猫の1 治験例：諸角元二，牧野仁，卯野由美子，小宮貴

行 

●クモ膜嚢胞が疑われた犬の1 例：長江秀之，大村知之，加藤芳ニ，植木治，百瀬泰正，林宝謙

治， 

野口美紀，牧野玲子，織間博光 

●猫の水頭症の1 例：渡辺直之，小泉伸人，藤田道郎，織間博光 

【症例】 

●頭蓋陥没骨折による硬膜下出血の犬の1 手術例：安田宗弘 

【技術講座】 

●脳波の取り方と臨床応用：谷澤浩二，長谷川承，水野隆弘，上田耕司 ，金井孝夫 

●犬と猫の脳病理の基礎：中山裕之 

【文献集】 

 

 

 



Vol.3 1996 

【総説】 

●小動物の脊椎疾患の外科：中間實徳 

【原著】 

●重症筋無力症と考えられた猫の１ 治験例：諸角元二，牧野仁，長瀬由美子，中島豪，青木幸

博，佐藤 

基佳，広瀬恒夫 

【症例】 

●犬の上部頸髄に見られた脊髄髄膜腫の一例：木村浩和，永岡勝好 

●犬の硬膜内髄外にできた悪性神経髄腫と思われる一例：生川幹洋，陰山敏昭，代田欣ニ，小

方宗次 

【技術講座】 

●動物の中枢神経腫瘍の病理：内田和幸 

【Q&A 】 

●ミニチュアダックスの後肢不全対麻痺（質問者：千葉達成，解答者：中山正成） 

【用語解説】 

●獣医学に必要な日本語講座 神経１ ：徳力幹彦 

【文献集】 

 

 

Vol.4 1997 

【総説】 

●GAD マウスの軸索変性とAmyloid β-Protein ：市原伸恒，浅利昌男，菊池建機 

【症例】 

●Ventral slot 法後に骨移植を行った頸部椎間板ヘルニアの犬の１ 例：諸角元二，牧野仁，長

瀬由美子， 

中島豪，加藤薫，宮原和郎，広瀬恒夫 

【臨床ノート】 

●中山正成先生の「X 線フィルムボディマーカー」：中山正成 

【質疑応答】 

第7 回獣医神経病研究会での質疑応答より：渡辺直之，徳力幹彦，織間博光，他 

・てんかんの診断と治療 

・犬の糸状虫の脳内迷入寄生 

【用語解説】 

●獣医学に必要な神経学語講座（part2 ）：徳力幹彦 

【文献集】 



【文献紹介】 

●筋肉型炭酸脱水酵素の臨床検査への貢献度：西田利穂 

 

 

Vol.5 1998 

【原著】 

●健常ビーグル犬における神経特異的エノラーゼ（Neuron Specific Enolase ：NSE ）の臓器別分

布と犬 

の神経疾患における脳脊髄液中NSE の測定の診断的意義：原康，多川政弘，藤田道郎，織間

博光 

【症例】 

●脊柱管内に発生した猫のリンパ腫の１ 治験例：中島豪，牧野仁，長瀬由美子，加藤薫，諸角

元二 

●猫のリソゾーム蓄積病の１ 例：諸角元二，内田和幸 

【解説】 

●獣医動物行動学はどこへ行く？：森裕司 

【用語解説】 

●獣医学に必要な神経学用語講座（part3 ）：徳力幹彦 

【文献集】 浅利昌男編 

【文献紹介】 

●Seizures in dogs ：板倉裕明 

 

 

Vol.6 1999 

【原著】 

●日本猫の脳の生後発育における組織学的発達について：市原伸恒，浪川淳子，糟谷圭江，浅

利昌男 

●顔面神経麻痺を呈した犬6 例の臨床検査所見：諸角元二，左向敏紀，原康，牧野仁，卯野由

美子， 

中島豪，加藤薫，猿渡鉄也 

【症例】 

●猫の低カリウム血症性筋疾患の1 例：諸角元二，小田匡史，牧野仁，卯野由美子，中島豪 

●心室性頻脈を呈したてんかん重積状態の犬の１ 例：八木勝義，西原克明，羽生英樹，舩木博

史， 

田辺茂之，宇塚雄次，更科孝夫，寺谷義彦 

●側脳室拡張をみとめた若齢犬の犬ジステンパー感染症の1 例：枝村一弥，丸山吉博，松永悟，



伊東信 

夫，中山裕之，甲斐知恵子，小川博之 

【文献集】 浅利 昌男編 

 

 

Vol.7 2000 

【原著】 

●犬の原因不明の炎症性神経疾患：内田和幸，諸角元二 

●犬における側頭骨切除開頭術・硬膜切除術による頭蓋内圧の変化－ファイバーオプティックモ

ニタリ 

ングシステムによる計測－：水野聡，陰山敏昭，久保田裕子，谷本直子，武藤眞，鈴木立雄 

【症例】 

●腰椎関節突起に発生した猫の骨肉腫の１ 手術例 諸角 元二，内田 和幸，牧野 仁，中島 豪 

【文献集】 浅利 昌男編 

 

 

Vol.8 2001 

【解説】 

●老齢性脳病変の進化病理学的考察－動物に神経変性疾患はあるのか-：中山裕之 

【原著】 

●発作を主訴として来院したイヌ38 症例における神経学的検査・ＭＲＩ 検査・ECG 検査に関する

回顧 

的研究：國谷貴司，長谷川大輔，藤田道郎，織間博光 

●ＭＲＩ 検査で脊髄空洞症と診断した犬の21 症例：枝村一弥，加藤久美子，松永悟，小川博之 

【症例】 

●頸髄の線維軟骨塞栓症が疑われた犬の４ 例：諸角元二，牧野仁，中島豪，倉田修 

●脊髄軟化が認められた椎間板ヘルニアの犬の１ 例：茅沼秀樹，陰山敏昭，水野聡，斑目宏郎，

菅沼常 

徳，目沢あかね，菊島弘貴，信田卓男 

【文献集】 市原伸恒 編 

 

 

Vol.９ 2004 

【症例】 

●猫の特発性てんかんの１ 例：渡辺直之，岩橋幹哉，森田剛仁 

●甲状腺機能低下症により神経・心臓・皮膚症状を呈した犬の１ 症例：田村 野枝かおる，遠井



加菜子，中島ちひろ，藤本惠子，福島真理子，小林孝之 

●犬の椎間板脊椎炎の１ 症例におけるＭＲＩ 所見：安東真理，松永 伸雄，枝村一弥，加藤久美

子，松永悟，小川博之 

【特別寄稿】 

●ノースカロライナ回想記：斎藤弥代子 

【文献集】 市原伸恒 編 

 

 

Vol. 10  2006 

【原著】 

犬カイニン酸誘発辺縁系発作重積モデルを用いた脳梁離断術の基礎的研究：長谷川大輔，前島

圭，高橋大志，内山一華，金澤朋美，藤本美沙麻，小林正典，藤田道郎，織間博光 

【症例】 

● 犬の頚髄に発生した髄膜種のアプローチ法：諸角元二，内田和幸，牧野仁，中島豪，増山葉

月，片岡修 

● 術中脊髄超音波検査を用いて脊柱管内の評価を行ったウエルシュ・コーギーの腰椎悪性髄

膜腫の一例：酒井洋一，田中宏，北村雅彦，島田大，野田正志，栗山麻奈美，錦見奈央，荻

野雅弘，清水純一郎，西田英高，中山正成 

● 特徴的なMR画像が得られたチアミン欠乏症の猫の１例：田村慎司，大岡恵，田村由美子，鈴

木宣孝，長谷川孝寿 

【文献集】 

市原伸恒編 


